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2.五臓 （３）脾
中医学でいう脾とは解剖学的脾臓のことではなく消化器一般を指す

①生理機能
a.運化（運輸＋消化）を主る

・水穀を運化する
水穀（食物）を消化吸収して精微物質（栄養物質）に変える働きを指す
このようにして作られた精微物質は全身に運ばれ、
全身の精・気・血・津液の源となる。これを後天の本という。

・水液（水湿）を運化する
食物中の水分代謝で生じた不要な水分を肺・腎の気化作用により

                  汗・尿と して排泄すること

b.昇清を主る
消化器系統で吸収された栄養物質を血とともに上大静脈→心臓→肺へと運ぶ

のに脾が重要な働きをしている（血管平滑筋力は脾機能と相関：平滑筋力強い
と力強く肺まで運ぶ）。肺で酸素添加された宗気の豊富な血液は心の働きで全
身に送られ全身の栄養となる。このことを「脾は昇を主る」という。これに対
し胃は食物は消化されて下りていくのが正常であるから、「胃は降を主る」と
いう

c.統血を主る
血液が血管外に行かないようにコントロールする働き（出血しないように）。
脾気があると血小板機能、止血因子生成も正常で、血管平滑筋も丈夫で出血は
起こりにくい。胃腸が弱ると知らぬ間に紫斑が出来ている。 寺子屋中医メモ



②脾と五行の対応

a.脾の志は思う
思慮過度で脾機能が低下（食欲不振を来す）。
思考・考慮が「思」にあたり、脾機能と密接に関連。

b.脾の液は涎
涎は唾液の中では比重の軽い方である。
食物の呑み込みや消化を助け、口内保護作用などがある。
脾機能低下で涎の分泌過多が起こる（赤ん坊の涎過多には人参湯が著効）

c.脾は四肢肌肉を主る
脾の働きが正常だと全身（四肢も）の筋肉（肌肉）の栄養状態が良く
手足も敏捷に動く。

d.口に開竅し、華は唇にある
脾機能状態が良いと食欲や味覚が正常である。唇の色艶に脾の機能が反映される。

寺子屋中医メモ





（３）脾の陰陽と気血の失調
脾の機能は陽気の状態を表す。

a.脾陽、脾気の失調
・脾気虚損：中気不足、飲食の不摂生や過労、長患いなどが主な原因となる。
めまい・膨満感・下痢、脾不統血による出血、脱肛、内臓下垂等が見られる。

  ・脾陽虚衰：多くは脾気虚から発展。寒が生まれるため、
腹部冷痛、下痢、五更泄瀉、水腫などがみられる。

・水湿中阻：脾の陽気不足によって水湿の停滞が起こる。
  溜まったものは痰飲或いは水腫となる。

b.脾の気陰両虚
気虚の為、津液の運化が妨害され、体内で津液の分布に偏りが生じる。
消化不良、膨満感、軟便などの気虚症状以外に、

  津液の分布不良による咽喉・口の乾燥 が見られる。
►熱病の回復期に傷陰耗気し、気陰両虚を呈することがある

  局所的な陰の不足. 鏡面舌。養胃湯

寺子屋中医メモ

5章 病機
6. 臓腑の病機



（２）胃（胃脘）
脾と表裏の関係。上中下3部に別れる。上脘には胃の上部＋噴門、

中脘は胃の中間部分、下脘は胃の下部と幽門が含まれる。

①水穀（スイコク）の受納（受け取り）と腐熟（消化）
食物は食道→胃（腐熟）→（伝送）→小腸（腐熟・伝送）

＝脾の運化→消化器粘膜での代謝・栄養分の吸収→水穀の精微
は血管内に運ばれ肺へ集める→→精微物質は気血津液になり、
全身へ運ばれる。

②胃は通降を主る
胃内で消化された食物は小腸に伝送される。食物が腸管を

通過する力と腸管が食物を下ろす力を合わせて通降を主るとい
う。通降とは胃から小腸・大腸への伝送も含まれる。胃の機能
低下が起こると通降が出来なくなり、悪心、ゲップ、口臭が出
現して食物残差が逆流してくる。

寺子屋中医メモ

3.六腑



（３）小腸
胃と大腸の間にある。心経は小腸の経絡と交わるため表裏の関係である。

①受盛と化物を主る

胃から伝送されてきた物を受け取り（受盛），更に消化して（化物
＝変化＝生化）水穀精微を得ること。
②泌別清濁

体に必要な物と、不要な物の泌別（分泌・分別）を行う。
小腸で消化したものを吸収して水谷精微とし吸収しなかった物は残
滓として大

腸に送る。この際精微物質と同時に多量の水も吸収する→

同時に尿・便中の水分量も調節＝小腸は液を主る。
脾虚の人は小腸のこの能力が低下して下痢になり易い。

（４）大腸
小腸から送られてきた滓の水分を再吸収し肛門から排泄する。

肺と大腸は経絡でつながっているので表裏の関係。主な働きは糟粕の伝送。

寺子屋中医メモ



胃と腸
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飧泄 䐜脹（しんちょう）

そんせつ
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病
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是肝所生病者，胸滿，嘔逆，飧泄，狐疝，遺溺，閉癃。

飧泄
そんせつ
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